
─  54  ─

一
　
開
会
式

　

平
成
27
年
度
北
信
越
地
区
高
Ｐ
連
研

究
大
会
は
、７
月
９
日（
木
）・10
日（
金
）

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、「
未
来
圏
か

ら
の
風
を
つ
か
め
～
多
様
化
す
る
新
時

代
を
生
き
る
た
め
に
～
」
の
テ
ー
マ
に
、

石
川
県
立
音
楽
堂
を
主
会
場
と
し
て
、

北
信
越
５
県
か
ら
１
２
５
０
名
の
参
加

者
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
勝
崎

悟
会
長
を
中
心
に
２
０
０
名
の
ス
タ
ッ

フ
が
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
勝
崎
北
信
越
地
区
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
は
、「
携
帯
電

話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
は
、
利
用
の

仕
方
に
よ
っ
て
は
危
険
を
は
ら
む
ツ
ー

ル
に
な
る
懸
念
が
あ
る
が
、
た
だ
危
険

だ
か
ら
と
い
っ
て
排
除
す
る
の
で
は
な

く
、
正
し
い
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
18
歳
以
上

に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
の
に
合
わ
せ

て
、
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
一
人
ひ
と
り

が
子
ど
も
の
道
標
な
り
、
よ
り
よ
い
教

育
活
動
を
支
え
て
い
き
た
い
。」
と
挨

拶
、
続
い
て
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
の
金
井
修
副
会
長
も
、「
選
挙
権

の
拡
大
と
い
う
風
は
、
高
校
生
、
若
者

だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
保
護
者
や
教
師

に
も
新
た
な
時
代
、
一
段
と
進
む
多
様

性
の
時
代
を
押
し
開
け
る
風
と
な
っ
て

吹
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
風
を
感
じ

つ
つ
、
研
究
、
協
議
を
進
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。」
と
佐
野
全
国

高
Ｐ
連
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
さ

れ
ま
し
た
。
北
信
越
５
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
功
績
の
あ
っ
た
34
名
の
表
彰
の
後
、

竹
中
博
康
副
知
事
、
山
野
之
義
市
長
か

ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
　
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

開
会
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
歓
迎

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
小
松
工
業
高

校
吹
奏
楽
部
が
高
校
生
ら
し
い
溌
剌
と

し
た
一
糸
乱
れ
ぬ
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
で

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

三
　
分
科
会

　

高
校
教
育
・
進
路
指
導
・
生
徒
指
導
・

家
庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
わ
り
を
テ
ー

マ
に
石
川
県
立
音
楽
堂
の
３
会
場
、
金

沢
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
１
会
場
の
４
分
科
会

で
北
信
越
５
県
か
ら
合
計
20
本
の
実
践

事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
熱
心
な
質

疑
応
答
の
あ
と
、
県
教
委
と
校
長
協
会

の
助
言
者
か
ら
指
導
・
助
言
が
あ
り
ま

し
た
。

分
科
会
発
表
校
（
石
川
県
関
係
）

　

第
１
分
科
会「
高
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

大
聖
寺
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
学
校
と
の
関
わ

り
を
深
め
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」

　

第
２
分
科
会「
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

金
沢
北
陵
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
不
撓
不
屈
逆

境
に
あ
っ
て
も
立
ち
向
か
う
」

　

第
３
分
科
会「
生
徒
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

志
賀
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
教
員
・
生
徒
・
保

護
者
の
『
ふ
れ
あ
い
』
を
大
事
に
す
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し
て
」

　

第
４
分
科
会「
家
庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

翠
星
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
地
域
や
社
会
の
変

化
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み
～
家
庭
と
学

校
の
橋
渡
し
を
め
ざ
し
て
」

四
　
教
育
懇
談
会

　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

の
教
育
懇
談
会
に
は
８
５
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
横
笛
、
箏
、
日
本
舞
踊
の
華

や
か
な
が
ら
も
し
っ
と
り
と
し
た
舞
台

が
参
加
者
を
引
き
付
け
、
金
沢
の
情
緒

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金
戸

清
外
志
県
教
育
次
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

新
屋
長
二
郎
県
高
校
長
協
会
長
の
乾
杯

の
後
、
加
賀
野
菜
を
は
じ
め
と
す
る
地

元
の
食
材
を
肴
に
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
（
石
川
大
会
）石

川
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
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五
　
記
念
講
演

　

２
日
目
は
、『
激
動
す
る
世
界
情
勢

と
日
本
の
ゆ
く
え
』
と
題
し
て
、
国
際

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
キ
ャ
ス
タ
ー
で
明

治
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授
の
蟹
瀬
誠

一
氏
が
豊
か
な
経
験
に
基
づ
き
、
穏
や

か
な
語
り
口
な
が
ら
も
示
唆
に
富
ん
だ

中
身
の
濃
い
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

六
　
閉
会
式

　

閉
会
式
で
は
、
谷
野
啓
吾
金
沢
市
立

工
業
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
が
大
会
宣
言
を
読

み
上
げ
、
拍
手
で
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
次
年
度
開
催
県
の
福
井

県
の
加
藤
貞
信
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

最
後
に
勝
崎
会
長
の
閉
会
挨
拶
で
大
会

は
無
事
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

大
　
会
　
宣
　
言
　

　

私
た
ち
北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
は
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
、

主
体
的
か
つ
創
造
的
に
生
き
る
青
少
年

の
育
成
を
め
ざ
し
て
連
携
を
と
り
な
が

ら
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
の

進
展
な
ど
に
よ
り
世
界
全
体
が
急
速
に

変
化
す
る
中
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
の
減
少
や
過

疎
化
の
進
行
な
ど
過
去
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
課
題
を
抱
え
、
将
来
を
見
通

す
こ
と
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
や
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
等
の
急
速
な

浸
透
に
よ
り
、
現
実
と
仮
想
現
実
と
の

境
界
が
極
め
て
分
か
り
に
く
い
も
の
と

な
る
な
ど
、
子
育
て
や
家
庭
教
育
を
支

え
る
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ

て
も
、
家
庭
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
育
ち
の
基
盤
で
あ
り
、
す
べ
て
の

教
育
の
出
発
点
で
す
。

　

こ
の
春
、
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
ま

し
た
。
新
た
な
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、

大
量
の
情
報
、
文
化
、
習
慣
、
そ
し
て

様
々
な
価
値
観
に
触
れ
る
機
会
が
増
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
将
来
へ
の

可
能
性
が
膨
ら
む
一
方
、
何
が
必
要
な

の
か
、
何
が
大
切
な
の
か
を
見
極
め
る

判
断
力
を
持
つ
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学

校
、
地
域
社
会
、
行
政
等
が
連
携
を
密

に
し
、
未
来
を
創
っ
て
い
く
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
能
力・

個
性
を
開
花
さ
せ
、
人
生
を
豊
か
に
す

る
と
と
も
に
、
自
立
し
、
最
大
限
に
能

力
を
発
揮
し
な
が
ら
社
会
に
参
画
・
貢

献
し
て
い
く
よ
う
支
援
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
は
、
豊
か
な
自
然
と
薫
り
高

い
文
化
に
包
ま
れ
た
こ
こ
石
川
の
地
で
、

２
日
間
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
学

校
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い
て
討
議

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
踏

ま
え
、
次
の
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま

す
。

一  

、
私
た
ち
は
、
急
速
に
変
化
し
様
々

な
価
値
観
が
交
錯
す
る
社
会
の
中

で
、
高
い
目
標
と
強
い
向
上
心
を

持
っ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
子
ど

も
た
ち
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

一  

、
私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体

的
に
学
び
、
自
信
と
勇
気
を
持
っ
て

自
ら
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
け

る
よ
う
高
等
学
校
教
育
の
支
援
に

努
め
ま
す
。

一  

、
私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
創
造
力
と
、
他
人
を
思
い
や
る
感

性
を
育
む
こ
と
を
願
い
、
私
た
ち
自

身
も
研
鑽
に
努
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

充
実
を
図
り
ま
す
。


